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会員数 1 5 名

会長　　　美濃俊幸　　（横手南中学校）
副会長　　藤井志津子　　（浅舞小学校）
研究部長　柴田緩子　　（横手北中学校）
事業部長　高橋輝樹　（横手明峰中学校）
監事　　　千田圭子　　（十文字小学校）
　　　　　武内美保子　　（浅舞小学校）　　　　　
事務局　　佐藤潤　　　（横手南中学校）

夏季研修会（ 秋田県立近代美術館研修室 ) 
令和５ 年８ 月１ ８ 日（金） 
「ひょうたんランプづくり」
講師： 畑本麻里子先生

横手市児童生徒美術展
（横手駅前交流センターＹ２プラザ）
令和５年 11 月２７日（月）～３０日（木）

秋田県児童生徒美術展地区審査
（横手駅前交流センターＹ２プラザ）
令和５年 11 月３０日（木）
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 つくって遊ぼう（ 横手市浅舞公民館）
 令和５ 年 1０ 月２ ８ 日（土）

・秋田市を中心に創作活動やワークショップを開催している畑本麻
里子さんをお招きし、千成ひょうたんに目打ちとカルコを使って
穴をあけることで、中にライトを置くとランプシェードとして楽
しめるオブジェをつくった。穴をあける際の力加減が難しく、最
初は恐る恐るカルコを刺していた参加者も、次第にコツをつかみ、
最後には電動ドリルを使って針の太さに変化をつけながら思い思
いに制作していた。小学生も高学年であれば安全に作業できそう
な活動であり、ひょうたんの栽培と併せて取り組むことができる
のではないかと感じた。

○ 夏季研修会

・つくって遊ぼう「図工コーナー」では、プラ板によるキーホルダー
制作を行ったい。お気に入りのイラストを描き， 何度も挑戦する
子もいたり、親子で制作したりと楽しみながら参加していた。補
助の中学生達は子供達が楽しめるように声をかけたり、プラ板を
熱してあげたりと、たくさんの方と自ら関わる姿が見られた。コ
ロナ禍の影響で久しぶりの開催だったが、充実した時間を過ごす
ことができた。

○ つくって遊ぼう

・市内の小学校には造形研会員がいない学校も増えている。会員の
他， 会員以外の先生の協力も得ながら開催することができている
のが現状である。児童生徒にとって、美術展は自
己表現したことが認められる貴重な機会でもあるので大切にして
いきたい事業である。今年度はあいにく平日のみの開催となった
ため観覧することが叶わなかったという生徒・保護者もいた。次
年度は、是非とも休日を挟んだ日程を組めるようにしたい。

○ 第 49 回横手市児童生徒美術展、秋田県児童生徒美術展地区審査


